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【背景・目的】  
これまでの実験動物を用いた先行研究や疫学調査により、子宮内で低栄養状態
であった子は低体重で出生し、生活習慣病や精神疾患発症リスクが高いことが
示唆されている。しかし、これまでに報告されている胎生期低栄養に関する研
究においては、総摂取エネルギーまたはタンパク質の低下に着目したものが主
であった。我々は、第2回本大会において、妊娠後期における糖質制限は、総エ
ネルギー制限とは異なり、マウス出生仔において高脂肪食誘導性の糖・脂質代
謝異常の増悪化を引き起こさないことを報告した。しかしながら、妊娠期の糖
質制限が出生仔における行動異常に及ぼす影響はいまだ不明であるため、糖質
制限モデルマウスを用いて検討を行った。 
【対象・方法】 
妊娠10日目のC57BL/6J雌マウスを、対照食摂取群 (Control：C群)、摂取量の制
限によりすべての栄養成分を均等に制限した40%kcal総エネルギー制限群 
(Restriction：R群)、糖質のみの制限により摂取エネルギーの40%を制限した
40%kcal糖質制限群 (Carbohydrate Restriction：CHR群) に分けてそれぞれの飼料
を摂取させ、出産させた。出産後はいずれの群の母マウスにも対照食を摂取さ
せた。仔マウスは生後10週齢にてオープンフィールド試験、高架式十字迷路試
験、強制水泳試験を実施した。また、拘束ストレス負荷時の血中コルチコステ
ロン濃度の変動を測定した。 
【結果】 
R群、CHR群の仔マウスはともに低出生体重を示したが、出生後すぐにcatch up 
growthをし、行動実験実施時には体重に差は認められなかった。オープンフィー
ルド試験にて、雄のR群は中央区画滞在時間の低下傾向を示したが、CHR群では
確認されなかった。一方、強制水泳試験においても、雄のR群は無動時間の低下
傾向を示したが、CHR群では確認されなかった。拘束ストレス負荷による血中
コルチコステロン濃度の上昇は、雄のCHR群では低下、雌のR群では上昇傾向を
示した。 
【結論】 
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総エネルギー制限群で認められた、オープンフィールド試験における不安様行
動の増加と強制水泳試験におけるうつ様行動の減少といった行動異常は、糖質
制限群では認められないことが示された。 
 
 
